
●富士フイルム 技術の変遷 
                            1940              1950              1960              1970              1980              1990              2000      （年） 

写
真
材
料
技
術
（
有
機
・
無
機
材
料
技
術
、
薄
膜
形
成
・
加
工
技
術
）

無機ナノ粒子形成技術、微粒子分散技術 光吸収性＆光応答性有機材料技術 機能性有機化合物設計・合成技術（色材他） 
精密塗布＆製膜技術 

1934 
富士写真フイルム（株）設立 

1948 1948 1965 1980

映画 

 

B/Wフィルム カラーフィルム シングル８   
カラーフィルム 

1934 写真 
＜フィルム＞ 

乾板 

1948

ポジカラー

1958

ネガカラー

1976

FⅡ400

1986 機能性化粧品・機能性食品 

2006 
TACベース化 感度250 カラーネガフィルム

19961984 1989

HR1600 2005 第４の感光層 LF APSフィルム
（REALA）

電磁波シールドフィルム 
1959 1965

メモリーテープ

19921989 2001 
フ
ィ
ル
ム
支
持
体 

磁気記録材料技術 
ATOMM技術 ナノキュービック技術 ビデオテープ ダブルコーティング技術

1958 1993 1996 2000

フジタック WVフィルムTAC:DM製膜

1934 

＜ペーパー＞ 

B/Wペーパー 

1958

カラーペーパー

1981

インスタント写真

2004 

デジタルモバイルプリント 

ピクトログラフィ

1987

1963

紙
支
持
体 

感圧紙

1982

感熱紙 IJペーパー

印刷 
1934 

グラビア 
フィルム 

1939 

リスフィルム 

1956

オルソリスフィルム

1996

1994

2003 

TA 

IJインク 

CVフィルム 

1965

PS版

1996

CTP 1975 1983

レーザーフィルム ドライレーザーフィルム 

（1999

1984
イメージングプレート

1975

希土類増感紙

フィルム

フォトレジスト

光ディスク

（電子材料） 

（記録メディア）

1995

1958

３５ｍｍカメラ インスタントカメラ一眼レフカメラ シングル８

1965 1970 1981

1988 1999

1971 

内視鏡 

1985

電子内視鏡1961

TV用レンズ

1994 2003 

LP用プラスチックレンズ
1993

携帯電話用 
カメラモジュール 

高S/N撮像技術 

1983

1961

ラボ機器

FCR 

1987

ピクトロ 
グラフィ

1994

TA 
プリンタ 

デジタルラボ

1996

デジタルモバイル 
プリンタ 

1999 

SYNAPSE 
（医療NW）

ダブルバルーン電子内視鏡 

2004 

1988

1981

ミニラボ 

フィルム光学異方

性発現技術 

1987 1971 

WP紙 塩化銀カラーペーパー

1987

GRANDEXシステム

1936 1969

医療 
X-レイフィルム オルソX-レイPETベース化

1983
Ｘ線応答性蛍光材料技術 

画
像
・
ソ
フ
ト
技
術 

メ
カ
・
エ
レ
キ
技
術 

精密スキャニング技術 

静止画像設計&補正・修正技術 

FCR7000 

1948

光
学
技
術

中判カメラ

2004 

光学デバイス、レンズ

設計・製造技術 

DSC開発 DSC発売 スーパーCCDハニカム 


